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広告募集

人権擁護委員が再任されました

防災シリーズ

正しく知ろう！ 医療費のこと

「子ども・子育て支援新制度」と平成27
年度の保育所の申し込みについて

給付金の申請はお済みですか

総合介護予防教室事業

宝くじ助成金で整備しました

みんなで考えよう公共交通

シリーズ

生涯学習講座

としょかんだより

情報ステーション　　　　　　　　　　
つどいの広場／親と子の本の広場／子育
て／健康／福祉／催し／お知らせアラカ
ルト／先どり情報ステーション

カメラスケッチ／11月～12月（上旬）の
お知らせ

はじめまして

60周年企画

交通安全功労者
　　広島県知事表彰
　９月 10 日に開催された広
島県交通安全県民大会で、大
竹市交通安全協会副会長兼大
竹支部長の畠中義輝さんが、
これまでの交通安全活動に尽
くした功績を評価され、交通
安全功労者広島県知事表彰を
受賞されました。

漢詩でつづる
　 市制施行60周年
　大竹会館で漢詩や詩吟の講師をされている上村竹
山さん（新町在住）が、市制施行60周年を記念して、
漢詩を詠まれました。
　「市制施行 60 周年にあたり、漢詩を通じて歴史や
自然の情景を伝えられたらと思い、私の感懐を漢詩
で表現しました」と創作への思いを語ってください
ました。

【大意】
　５つの町や村が合併して新しく大竹市が誕生した。
幾度かの春夏秋冬をくりかえし、ここに 60 年の記
念を迎えた。60 年という歳月はあっという間であっ
たがこの日、60年を記念して祝杯した。
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上村竹山さん

私

「輝く人」とは、夢のため、人のため、地域のため、
一つのことに打ち込んで頑張っている人。それぞれ目的
は違えど、その活動は、より良いまちづくりへとつなが
っています。「輝く人」の輝きを多くの方に知ってもらい
たい、その思いが「輝く人」シリーズの原点です。
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３つの祭（小方祭、玖波祭、大竹祭）に参加し
続けて約 15年。

今田光明 さん（41 歳　黒川３）
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